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ーソフトウェアの仕損を会計ではどのように捕捉すればよいかー
An Accounting Idea for Failures of Software Development 






















-減損会計 (Impairmentof Assets) 
・兆候の識別・認識・測定 (Evidenceof Identification ・Recognition . Measurement) 
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第1章はじめに







































































6 日経コンピュータ編(2011)P. 3-4 
7具体的な根拠としては、今日の大規模システムは行数規模で l億行を超えるが(日経コンピューグ編






































10 Yourdon， Edward (2004)邦訳 P.v温-lX













2 JUAS r企業 IT動向調査」における 3大指標の調査
JUAS (Japan Users Association of Information Systems :日本情報システム・ユ}ザー協会)
の「企業 IT動向調査lには、 3大指標に関する調査が含まれている 14 システム開発工期15に関し
ては、「予定通り完了するI、「ある程度は予定通り完了する」、「予定より遅延するj、I該当プロジェ
クトなし」の何れかをプロジzクト規模(工数16規模)毎に選択回答するように求めている。結果
は、「予定より遅延する」が 100 人月未満のプロジェクト(回答数 n=649) では 22% 、 100~500 人































































































































































































( a )と (b)の関連性は、本稿では、ソフトウェアの仕損に関して、主としてソフトウェア開






































































































34平松一夫(2012)P. 104では、 IAS36r資産の減損」の l段階アプローチに対して、日本の減損基準を2段階ア
プローチと対比的に取上げている。また、秋葉賢一(2011)P. 232でも同様に、 1段階方式と 2段階方式として取
上げている。
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での捕捉を採用する理由の 1つは、 1つのソフ トウェアを全体として取り扱う場合、個々のモジュ
ーノレや作業で、は良悪のパラつきがあっても全体で平均化されてしまうが、個々の細かい単位で取り
扱う場合、格段に精確となり、「良」は捨象されるので、一定の緩衝領域を設定するのが穏当と考え







































































( g )実績率 z 今回実績値/過去平均実績値。百分率ではなく、小数点数とする。仕損費を円単
位まで計算可能とするため、小数第6位までを有効とする。なお、仕損費は円未満切り捨てとする。
(h)今回実績値(単位規模当たり)=今回実績値/今回実績規模
(i)過去平均実績値(単位規模当たり) = { (過去実績値 1/過去実績規模 1)十(過去実績値
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定式は、 0.2<1一生産性実績率重0.5 & 品質実績率一 1三α2、である。異常仕損費の計算式は、
生産性異常仕損率=0.8一生産性実績率、異常仕損費=実績コスト×生産性異常仕損率、である。
③生産性で特別仕損が発生し、品質は過去平均実績範囲内だった場合の判定式は、 α5<1一生産




























績率 & 0.2<品質実績率 1 ~玉 α5，である。異常仕損饗の計算式は、生産性異常仕損率=0.3、



















実績値異常 特別 実績イ直 異常 特別 異常 特別 仕損費
ス (1人仕損率 仕損率 (件/FP) 仕損率 仕損率 仕(損円費) 仕(損円費) 合(円計) 
9.00 0.050 0.006 50 ，~00 50，000 
2 9.00 0.050 0.007 50.000 50.000 
3 5.00 0.300 0.083333 0.006 300.000 83.333 383.333 
④ 5.00 0.300 0.083333 O. 007 300.000 83.333 383.333 
5 12.00 0.008 O. 133333 133.333 133.333 
6 10.00 0.008 O. 133333 133.333 133.333 
7 12.00 0.010 0.300000 O. 166667 300.000 166.667 466.667 
8 10. 00 0.010 0.300000 O. 166667 300.000 166.667 466.667 
9 9.00 0.050 0.008 O. 133333 176.667 176.667 
⑮ 5倫 00 0.300 0.083333 0.008 O. 133333 393.333 393.333 
⑪ 9.00 0.050 0.010 0.300000 O. 166667 335.000 166.667 501. 667 
























































・日経コンピュー タ (2008)r第 2回システム開発プロジェクトの実態調査(2008年実施)J、『日経コンビュー タ』
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